
日本初！土壌汚染を「現場で」土壌改良する
革新的サービスへの参入

平成25年度

自走式土壌改良機。 液体中和剤を入れる。

　平成12年より地盤改良、土質改
良に携わり、土を改良しリサイクルす
る事業を手がけている。鶴岡市の下
水道工事においても、以前は工事
で発生した土は全部廃棄処分し、 下
水道管の上には砂丘砂や新たに山を
削って埋めていた。砂丘砂は、地震
の際に液状化現象を起こしたり、新
たに山を削るのは環境破壊にもつな
がっている。鶴岡市の下水道工事に
おいては、出た土を改良して再度利

用している。こうした実績から、土
に関してのさまざまな相談をいただく
ようになった。最近は、ガソリンス
タンドや化学薬品を使用していた工
場を解体しても、跡地の土を全部改
良しない限り買い手がつかない。そ
こで、汚染土壌を浄化、改良するこ
とで、土地の有効利用になると考え、
事業計画し、試作開発と設備投資
を行った。

　これまでは、汚染された土は、産
業廃棄物として処分するしかなかっ
た。汚染土壌現場から掘削した土
壌を運搬して処理場に持ち込むコス
ト、さらに、山砂等の新たな盛土を
遠隔地から運搬するコストと二重の
コストが生じていた。

　当社ではこの事業で、自走式土
壌改良機を設備、油や化学薬品で
汚染された土壌を改良できるように、
液体中和剤を噴霧する工程を加え、
改良を行い、汚染土壌改良の土壌
改良コストを大幅に削減する。

事業の背景・目的
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汚染土に液体中和剤を噴霧することで改良土として再利用可能になる。

　現段階では、汚染土壌に対し有
効な中和液体の種類、効果等の検
査を行っている最中である。
　ガソリンスタンド跡地の油分の含
んだ土に対しては、ある程度改良で
きる実績があがっている。

　しかし、工場跡地に関しては、業
種より、ある程度の使用されていた
化学薬品の特定は可能であるが、ま
だ決定的な実績には至っていない。
今後の課題である。

事業の成果

　汚染土壌が廃棄されることと、新
たに山が削られることによる環境破
壊に対して対策になることで地球環
境に貢献していく。
　土に関してのプロフェッショナルと
して、限りある土地の有効活用のた

めに寄与していく。
　具体的には、ガソリンスタンド跡
地や化学工場跡地等の土壌改良コス
トを大幅に引き下げる革新的サービ
スへ参入すると同時に残土処理問題
にも対応していく。

今後の展望
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http://www.satou-kensetu.co.jp

・土木工事一式設計施工
・建築工事一式設計施工
・土壌再生・土地改良・地盤改良に
関する事業
・産業廃棄物の収集運搬、処理事業
・前記書各号に附帯する一切の業務
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